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１ 古川流域の総合的な治水対策協議会

の取組みについて

治水対策の進捗状況について

資料－１古川流域の総合的な治水対策事業に関する説明会(R６.６.15)



開催日 協議内容

第1回 H30.8.17 協議会の設立

合同現地調査 H30.10.11 現状把握

第2回 H30.11.20 取組状況の共有

第3回 H31.3.26 治水対策のあり方

第4回 R1. 8.2 複合案の検討

第5回 R1.12.24 役割分担、整備スケジュール

第6回 R4.3.23 進捗状況の確認

第7回 R5.3.23 進捗状況の確認

第8回 R6.3.22 進捗状況の確認

平成29年7月豪雨と同規模の洪水に
対し、

｢床上浸水被害の解消｣を目標とした。

被害軽減目標

 雄物川水位の影響（外水位）

 猿田川水位の影響（背水）

 雨水管の排水先の水位の影響

 古川の流下能力不足

浸水被害の要因分析
古川流域の総合的な治水対策協議会 実施状況
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１ 古川流域の総合的な治水対策協議会の取組みについて
古川は、一方は古川排水樋門から雄物川へ、もう一方は猿田川へと流れる市管理の普通河川。

市街化が進み、雨水の流出量が増加し、近年、気候変動の影響もあって、浸水被害が頻発化。





 浸水被害の軽減のため、平成30年8月に国、県、市の３者で「古川流域の総合的な治水対策協議会」を設立
し、令和元年12月に総合的な治水対策をとりまとめた。

合同現地調査 第８回協議会



P

P

P

ヤブレ沼

凡例： 水位計(秋田市)

猿田川樋門：秋田県
さ る た が わ ひ も ん

潟中町ポンプ：秋田市上下水道局
かたなかちょう

古川雨水排水ポンプ場（排水機場Ⅱ）
：秋田市上下水道局

はいすいきじょう

古川排水機場（排水機場Ⅰ ）
：秋田市建設部

はいすいきじょう

📹

河川カメラ① 西潟敷一号橋

水位計① 大野橋

📹

📹

水位計② 大野新川橋

水位計③ 大久保古川橋

河川カメラ② 小股尻橋

河川カメラ③ 下久保新橋

📹

凡例： 河川カメラ(秋田市)📹

古川排水樋門：国土交通省
ふるかわはいすいひもん

現況写真

大住地区
道路冠水警報ユニット

 古川排水機場(市建設部)
 古川雨水排水ポンプ場

(市上下水道局)
 潟中町ポンプ(市上下水道局)
 猿田川樋門(県)

ハード対策

 危機管理型水位計
 河川カメラ
 道路冠水警報ユニット
 水害ハザードマップなど

ソフト対策

整備スケジュール(予定)
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(1) 古川流域の総合的な治水対策 概要図



(2) 令和５年７月豪雨 古川流域の主な浸水範囲

仁井田本町六丁目

仁井田目長田一丁目

御野場七丁目古川排水樋門

御野場新町一丁目

大住二丁目

国・市の排水ポンプ車によるに排水作業
（令和５年７月：秋田河川国道事務所提供）
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凡例 ：浸水範囲（想定）



令和5年7月豪雨時の雨量 平成29年7月豪雨時の雨量

雄和 275mm

※統一河川情報システムより

・令和５年7月豪雨では、太平山付近を中心に雨量が大きく、秋田および仁別観測所で48時間降水量の観測史
上最大を記録した。

・古川流域の総合的な治水対策では、平成29年7月豪雨の雄和観測所（総雨量348.5mm）を用い、施設規模
の検討を行っている。

・平成29年7月豪雨と比較すると、総降水量、１時間降雨および24時間降雨は少なかったが、降雨継続時間が
長かったのが特徴。

古川流域

55.5

雨量分布から、雄和観測所付
近で雨量が大きい。

累加雨量分布図より古川流域
の雨量は、雄和雨量観測所の
降雨状況に近い。

雨量分布から、太平山（仁別
観測所）付近を中心に雨量が
大きい。

秋田・雄和観測所の降雨状況
に大きな差はない。

古川流域の雨量は、秋田雨量
観測所の降雨状況に比較的近
い。

※7月14日13時から７月16日13時
までの48時間の累積

八森 249mm
能代 196mm

藤里 333mm

・

・

・

・

・

総降水量 ：348.5mm
降雨継続時間 ：26時間
１時間降雨（最大） ：55.5mm
24時間降雨（最大）：347mm

総降水量 ：252.5mm
降雨継続時間 ：47時間
１時間降雨（最大） ：20.5mm
24時間降雨（最大）：188.5mm

雄和観測所（平成29年７月22日～７月24日）秋田観測所（令和５年７月14日～７月16日）

累加雨量分布図

観測史上１位

348.5 観測史上１位

(3) 令和５年７月豪雨における降雨状況について（平成２９年７月豪雨との比較）

太平山

累加雨量分布図

中森 381mm

雄和 348mm

横手 314mm
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※7月22日0時から７月23日19時
までの43時間の累積
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新規設立
雄物川圏域流域治水協議会
　(R2.9設立)
　対象水系　雄物川水系
　　　　　　　　 馬場目川水系
　参加自治体
　　圏域内15市町村、県、国

作業部会
(雄物川水系)

作業部会
(馬場目川水系)

作業部会(雄物川水系下流域)
　（部会員19名）
　　秋田市　防災安全対策課長、道路建設課長、下水道整備課長
　　国 ・ 県　関係課所室長

作業部会(馬場目川水系)

下流圏域分科会(R5.8設立)　対象水系：雄物川水系下流域、馬場目川水系
　(分科会委員17名)
　　市町村　秋田市長、男鹿市長、潟上市長、三種町長、五城目町長、
　　　　　　　　八郎潟町長、井川町長、大潟村長
　　秋田県　総務部危機管理監、農林水産部長、建設部長
　　国関連　国土交通省秋田河川国道事務所長、農林水産省西奥羽土地改良調査
　　　　　　　　管理事務所長､林野庁秋田森林管理署長、米代西部森林管理署長、
　　　　　　　　気象庁秋田地方気象台長、
　　　　　　　　森林研究・整備機構森林整備センター東北北海道整備局長
　(学識経験者　１名)
　　　　　　　　秋田大学　松冨英夫名誉教授

• これにより、同規模程度の降雨で発生する浸水被害を軽減させるため、あらゆる関係者が協働して集中的に治水
対策を行う「水災害対策プロジェクト」を令和５年１１月に策定した。

(4) 雄物川圏域流域治水協議会 下流圏域分科会の設立

• 本分科会において、地形、気象データ、河川水位などを用い、被害発生の要因について検証と分析を行い、検証結
果を踏まえ、浸水被害の軽減に有効な対策を検討した。

• 令和５年７月豪雨をはじめとした、激甚化、頻発化する水害を軽減させる総合的な治水対策「流域治水」を計画的
に推進するため、国・県・市などが一体となった協議の場として、新たに「雄物川圏域流域治水協議会・下流圏域分
科会」を令和５年８月に設立した。



(5) 雄物川下流圏域 水災害対策プロジェクト 令和６年４月４日公表版

8.猿田側樋門の設置【県】

7.排水機場の整備【市】
7.雨水排水ポンプの整備【市】
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7.古川
河川改修【市】



(6) 雄物川水系流域治水プロジェクト

・古川流域の総合的な治水対策は、「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」の一つに位置づけされた。

・流域治水プロジェクトとは、流域全体を俯瞰し、あらゆる関係者（国・県・市等）が協働して取り組む治水
対策「流域治水」の全体像を取りまとめたもの。

・雄物川水系流域治水プロジェクトは、雄物川圏域流域治水協議会により、令和３年３月３０日に策定された。

古川排水施設整備(国)(県)(市)
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日 時：令和５年６月１０日(土) １３:００～１４:２０
場 所：南部市民サービスセンター 多目的ホール
参加者：６６名

■古川流域の総合的な治水対策に関する説明会の開催

(7) 令和５年度の取組について

■災害対策用排水ポンプ車排水訓練の実施

委託業者の円滑な作業技術の習得を目的とした排
水訓練を実施。

■県民防災の日啓発展示

期 間：令和５年５月２２日（月）～２６日（金）
場 所：秋田市役所 市民ホール、市民の広場
※排水ポンプ車の展示は、５月２６日のみ

古川流域の総合的な治水対策事業の進捗状況等に
ついて、地域住民への周知を図るため、事業説明会
を開催した。

防災意識の啓発を目的に古川の治水対策などの防
災・減災対策の取組みに関するパネルや排水ポンプ
車の展示を行った。

日 時：令和５年 ５月２３日、２４日
令和５年１０月２７日
令和６年 ３月１５日 計４回実施

場 所：三角沼緑地公園
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２ 各整備項目の進捗状況

治水対策の進捗状況について

古川流域の総合的な治水対策事業に関する説明会(R６.６.15)
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大雨で雄物川の水位が上昇すると、古川への逆流を防ぐため、
古川排水樋門が閉門される。

樋門が閉じると古川は流れ先がない状態となる。
この状態からさらに降雨があれば、内水氾濫が発生すること

から、古川の水を雄物川へ強制的に排水するための排水機場を
整備するもの。

(1) 排水機場整備の目的

古川排水機場（排水機場Ⅰ）整備の進捗状況について 秋田市建設部

整備イメージ図
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排水能力

給電設備
排水形式
操 作 棟

10m3/s（水中ポンプ（１m3/s）×10台）
※25mプールを約30秒で空にできる。
発動発電機×５台
堤防乗越形式 鋼管Φ600×10本
鉄骨平屋建、建築面積271.80m2

整 備 概 要

古川排水機場（排水機場Ⅰ ）
：秋田市建設部



導水路

除塵機×５台

水中ポンプ φ700 
(1ｍ3/ｓ)×10台

堤防乗越管
鋼管φ600×10本

除塵設備

吸水槽断面図

ポンプ設備

• 低地のため、水中ポンプを採用。

• 「救急排水設備型（揚程≧９ｍ）」の

採用によりコストを抑えた。

• 多台数化により故障時のリスクを分散。

• 降雨状況等に合わせ稼働台数を変更す

ることで効率的な運用が可能。

形 式 ：
ポ ン プ 径 ：
排 水 能 力 ：

コラム式水中ポンプ
700㎜
１㎥/ｓ×10台

形 式 ：
幅 ・ 高 さ ：
台 数 ：

背面降下前面掻揚式
4.2ｍ×7.5ｍ/台
５台

• スクリーンと周りを回転するレーキに

より、ゴミを掻き揚げて取り除く設備。

• 駆動部や制御盤を高所に設置すること

で、耐水対策をしている。

(2) 古川排水機場の施設詳細について
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除塵機

ベルトコンベア



管理室

電気室

発電機室

玄関

地下埋設
燃料タンク

名 称
主 要 構 造
規 模
主 要 室

古川排水機場操作棟
鉄骨造（平屋建）
建築面積271.8㎡（約82坪）
電気室、発電機室、管理室

排水機場操作棟

※テニスコート１面分とほぼ同じ大きさ

※雄物川の計画高水位よりも高くするため、
３ｍ程度盛土し建築する

◆発電機室
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中央監視操作卓

・中央監視操作卓に様々な機器等の信号を集約し、

一つの画面で、排水機場全体の監視・操作を行う。

ディーゼル式発電機 380kVA（5台）

◆管理室（中央監視操作卓）

出典：排水機場監視操作制御設備標準設計要領（案） 中部地方整備局

◆電機室（操作盤）

中央監視操作卓 画面イメージ（例）

・運転状況や故障などの情報をインターネットを通

じて、市役所などから遠隔監視できる。



(３) 今後の整備スケジュール
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４,４５１,５００千円

事業費（Ｒ５～Ｒ７）

基礎杭打設状況

連絡道路橋梁護岸ブロック堤防乗越部

これまでに実施した工事 現況写真：令和６年５月２０日

吸水槽、導水路の床堀状況



古川雨水排水ポンプ場（排水機場Ⅱ）･潟中町ポンプの進捗状況について 秋田市上下水道局
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●古川雨水排水ポンプ場の整備
古川（通称「新川」）に流れ込む流域の

雨水を雄物川へ強制排水するポンプ施設を
整備。
●潟中町ポンプを設置

周囲と比べ、地形的に低地である仁井田
潟中町地区に、局所的に排水ポンプを設置。
●フラップゲートの設置

古川からの逆流防止を図るため、雨水管
の吐き口に水位差で動作するゲートを整備。

(1) 整備内容
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●ポンプ施設（RC造 地上２階･地下１階）
排水能力 11.0m3/s
コラム式水中ポンプ(φ800･1.38m3/s)×８台
ガスタービン式発動発電機(1,250kVA)×２台
吐出水槽
堤防乗越管(ダクタイル管φ700×15本)

●引込施設
鋼板製角形電動ゲート(Ｗ4.5m×Ｈ1.5m×２門)

●導水渠
ボックスカルバート(□2,800×2,800 L=178m)

(2) 古川雨水排水ポンプ場 整備概要

乗越管

整備イメージ図

吐出水槽

ポンプ施設

導水渠

引込施設

秋田発電･工業用
水道事務所

大野新川橋

仁助下橋

秋田大橋

ＪＲ雄物川橋梁

※ は、水の流れ方向



●排水能力 0.2m3/s
水中ポンプ(φ200･0.067m3/s)×３台
※２台設置(0.13m3/s) → 暫定供用 R3.8.30

(3) 潟中町ポンプ 整備概要

現況写真

１台増設

平面図
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年 度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

１．古川雨水排水ポンプ場建設工事

２．古川雨水排水ポンプ場機械設備工事

３．古川雨水排水ポンプ場電気設備工事

４．公共下水道築造工事（導水渠）

５．潟中町ポンプ整備工事

(4) 整備スケジュール

施工業者 熊谷・山岡・秋田鋪道建設工事共同企業体

工 期 令和６年１月１９日から

令和８年３月２３日まで

請負代金 ３９億３５０３万円

施工業者 酉島・山岡・秋田東北建設工事共同企業体

工 期 令和６年３月１８日から

令和８年３月２３日まで

請負代金 １３億９５９０万円

施工業者 本荘電気･松澤電気･ライトン特定建設工事共同企業体

工 期 令和６年６月１０日から

令和８年３月２３日まで

請負代金 １５億７１９万円

施工業者 山岡・加賀屋・石黒建設特定建設工事共同企業体

工 期 令和６年１月２２日から

令和７年３月２１日まで

請負代金 ４億７００万円

公 告 設計 令和６年５月(予定)

工事 令和７年４月(予定)

工 期 令和８年３月まで

設計金額 １億１０００万円(予定)

供

用

開

始

９,６５０,０００千円
（うち古川雨水排水ポンプ場整備費 ９,２００,０００千円）

(5) 事業費（Ｒ５～Ｒ７）

基礎杭 製作・施工 建築 躯体・設備

乗越管 製作・据付

場内整備･後片付

工場製作等

機器設置

機器設置

製作等

土留・ボックスカルバート設置・埋戻

詳細設計

ポンプ設置・管布設

ポンプ槽 土留・掘削・躯体・埋戻

工場製作等
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(1) 目的

(2) これまでの取組

猿田川樋門整備の進捗状況について 秋田県

令和２年度 地形測量、地質調査、排水樋門予備設計

令和３年度 排水樋門予備設計

令和４～５年度 排水樋門詳細設計、用地測量等

猿田川から古川への背水（バック

ウォーター）を防ぐために、樋門を設

置するもの。
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(3) 整備概要

設 置 箇 所

計 画 流 量

樋 門 断 面

ゲ ー ト 形 式

猿田川左岸（大野橋上流）

21m3/s

(B)4.35m×(H)2.６m×２連

引上げ式ゲート

（ｽﾃﾝﾚｽ製ﾛｰﾗｰｹﾞｰﾄ）

排水樋門

平 面 図

古川

猿田川
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仮桟橋

大野橋

整備イメージ図

古川↓

大野橋



現況写真

古川

(4) 特徴

・引上げ式ゲート形式の採用により、状況に応じたゲート操作が可能と
なり、各施設との連携による効率的・効果的な運用が可能

・動力と手動の両方で開閉操作が可能なため、非常時等でも確実な止水
が可能

・施設位置を古川河道内とすることにより、大野橋を取り壊さずに施工
が出来るため、周囲の交通への影響が最小限となる

ＪＲ

猿田川
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排水樋門

仮桟橋



実施内容／年度 令和５年度迄 令和６年度 令和７年度 令和８年度

1.調査設計
　地形測量、地質調査、
　排水樋門予備・詳細設計

2.用地補償関連
　用地測量、物件移転補
　償調査、建物事前調査

3.本工事①
　仮桟橋設置工事

4.本工事②
　引上げゲート製作・
　据付工事

5.本工事③
　排水樋門本体工事

測量・調査・設計等

工場製作等

据付・試験等

土留工、地盤改良工、本体工、上屋設置工

仮桟橋設置（撤去：R8以降）

供

用

開

始
（
予

定
）

用地測量等

建物事前調査等

(5) 事業スケジュール

・用地補償・・・建物事前調査

・本工事 ・・・①仮桟橋設置工事（令和６年度）

②引き上げ式ゲート製作・据付工事（令和６～７年度）

③排水樋門本体工事（令和６～７年度）
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○令和６年度以降実施内容

(6) 全体事業費

約１,４００,０００千円



ヤブレ沼

【H30,R1,R3】河道掘削

総排出土砂 約12,300㎥

完成着手前

〇令和６年度事業内容

• 牛島西三丁目地内において護岸整備のための調査・設計

• 仁井田新中島地内および御野場七丁目地内において河道掘削

※令和５年度繰越事業含む

水路整備：仁井田潟中町地内

：護岸整備

：河道掘削

：水路整備

：R6事業箇所

• 浸水被害要因の一つである古川の流下能力不足の改善のため、護岸整備や河道掘削を進めてきた。
• 平成29年度以降、護岸整備を646ｍ行ったほか、河道掘削により約12,300㎥の土砂を撤去した。
• 令和3年度には、排水能力の改善と流れ先の分散を図るため仁井田潟中町地内において水路整備を行った。
• 引き続き、排水機場の能力を十分に発揮させるためにも、必要な箇所の河川改修等を進めていく。

【H29～R5】護岸整備

整備延長 L=646ｍ

完成着手前

護岸整備

護岸整備

秋田市建設部古川における河川改修等について
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河道掘削：御野場七丁目地内
河道掘削
：仁井田新中島地内ほか

護岸整備（調査設計）
：牛島西三丁目地内



市では、防災機能のさらなる強化を図るため、令和３年度より、排水ポンプ車を２台配備し、円滑な作業技
術の習得を目的に排水訓練を実施したほか、大雨時に古川排水樋門などへ出動し排水作業を行った。

令和５年７月の豪雨時の出動状況

古川排水樋門、新屋樋門、水口(みのくち)地下道および八幡田地下道において、延べ84時間、推定排水量約
41万立方メートルに及ぶ排水を行った。
特に古川排水樋門においては、国土交通省の排水ポンプ車２台の応援を受けながら、同樋門の閉門に伴い、

７月15日から18日まで、19日から20日までの２回にわたり排水作業を行いました。

古川排水樋門 新屋樋門

水口地下道国土交通省所有

秋田市所有
古
川

雄物川
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災害対策用排水ポンプ車の活動状況について 秋田市建設部

（R５年７月16日古川排水樋門上空：秋田河川国道事務所提供）


